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東
坪
史
研
完
宍

頁
の
起
原
に
就
い
て

四

四五

胱巻,j

昭
和
十
五
年
六
月
良
行

宮

　
　

崎

　
　

市

　
　

定

　

１
　
て
小
島
砧
馬
博
士
は
東
辱
一
経
済
研
究
第
二
十
廻
年
記
念
琥
誌
上
に
、
「
原
商
」
た
る
論
文
を
載
せ
ら
れ
て
、
商
人
、
商
業
な
ど

い
ふ
時
の
商
学
の
起
原
を
明
か
に
せ
ら
れ
た
。
此
に
よ
れ
ば
、
商
は
殷
王
朝
の
別
名
商
よ
り
出
で
、
商
が
周
に
亡
ぼ
さ
れ
た
る
後
、

政
治
的
勢
力
を
失
へ
る
商
の
遺
民
が
、
そ
の
計
数
上
に
優
れ
た
る
才
能
を
利
用
し
て
廣
く
諸
方
に
行
販
を
管
み
、
そ
れ
よ
り
し
て
伊

販
者
炉
商
人
と
呼
ば
れ
、
更
に
廣
く
一
般
費
買
行
篤
が
商
と
柵
せ
ら
る
ｉ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
と
云
ふ
。

　

商
字
と
共
に
、
古
く
よ
り
費
買
販
驚
を
意
味
す
る
言
葉
に
賢
と
い
ふ
字
が
あ
っ
て
普
く
用
ひ
ら
れ
た
。
或
は
行
販
に
商
字
を
用
ふ

る
に
對
し
て
、
坐
費
を
買
と
云
ふ
や
う
に
、
菱
別
さ
る
ゝ
時
も
あ
る
が
、
こ
の
菱
別
。
は
左
程
蕨
重
で
な
く
、
行
買
と
い
ふ
使
ひ
方
も

一
方
に
あ
る
。
私
の
こ
の
小
論
に
於
い
て
は
、
商
字
と
共
に
、
廣
く
商
奏
、
及
び
資
買
業
者
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
た
る
買
と
い
ふ
文

字
及
び
言
葉
、
即
ち
形
と
言
と
の
起
原
に
就
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
。
猶
最
初
か
ら
手
品
の
種
明
し
を
す
る
忙
類
す

る
が
、
大
値
の
方
針
は
、
買
学
の
発
言
が
、
公
戸
切
、
言
古
に
し
て
、
全
く
璧
な
る
文
字
の
発
晋
と
同
一
な
る
こ
と
よ
り
し
て
、
買

--



８

　

゛
な
る
も
の
は
、
そ
の
起
原
に
於
い
て
盛
の
資
買
に
開
係
あ
り
し
も
の
な
る
こ
と
を
論
燈
し
よ
う
と
す
る
ｆ
、
。
・
の
で
あ
る
。

討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ

　

扨
質
字
は
説
文
第
六
編
下
貝
部
に

　
　

買

　

市
也
。
仄
貝
。
五
聾
。
一
曰
坐
費
〔
善
〕
也
。

と
あ
っ
て
、
善
字
が
后
文
な
ら
ん
と
は
、
諸
家
の
一
致
せ
る
説
で
あ
る
。
段
玉
裁
は
更
に
進
ん
で
、
曾
字
を
含
む
一
句
、
六
字
全
曼

を
後
世
浅
人
の
妄
カ
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
説
文
は
黄
の
君
を
辰
の
箇
と
し
て
ゐ
る
が
、
ｗ
は
説
文
。
に

　
　

讃
如
普
。
（
注
呼
跨
切
）

と
あ
る
如
く
、
日
本
君
ヵ
と
な
る
。
元
来
貢
字
に
は
用
言
が
あ
脈
、
公
戸
切
、
晋
古
た
る
時
は
商
人
、
費
買
を
意
味
し
、
居
乏
切
、
、

君
駕
な
る
時
は
商
品
の
代
償
を
意
味
す
る
。
印
ち
ｗ
を
君
符
と
し
て
讃
め
ば
、
貢
は
代
價
の
義
と
な
っ
て
、
價
と
全
く
同
君
同
意
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
箇
て
、
買
字
は
光
来
代
價
を
第
一
義
と
し
て
造
ら
れ
た
る
こ
と
を
示
す
兄
の
に
外
た
ら
な
い
。

　

次
に
ｗ
は
軍
な
る
君
符
と
し
て
、
そ
れ
以
上
の
意
味
た
く
仮
借
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
叉
音
符
た
る
と
同
時
に
、
一
種

の
意
味
を
以
て
貢
字
の
中
に
使
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
倫
討
し
て
見
よ
う
。
｀
は
説
文
第
七
編
下

　
　

ｗ

　

覆
也
。
肌
□
。
上
下
覆
之
。
（
段
注
。
下
字
騰
口
者
自
上
而
下
也
。
□
者
自
下
而
上
也
）

と
・
あ
っ
て
、
ｗ
は
上
下
よ
り
蔽
ひ
包
む
の
意
味
で
あ
る
。
漢
儒
の
深
遠
な
る
解
憚
を
離
れ
て
、
最
も
平
凡
に
上
下
よ
り
蔽
ふ
も
の
と

は
何
ぞ
や
と
考
ふ
る
に
、
そ
れ
は
結
局
、
袋
の
如
き
も
の
か
、
若
し
く
は
飯
盆
の
如
き
容
器
に
外
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
‘

　

此
處
北
於
い
て
吾
人
は
貢
字
の
成
立
に
對
し
て
、
ｗ
は
若
干
の
意
味
を
以
て
附
加
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
ら
ん
と
の
想
像
に
達
す
る
。

一 一
２

-



抑
も
質
の
意
味
す
る
品
物
の
代
價
を
は
・
、
更
に
具
借
的
に
云
へ
ば
、
商
品
と
交
換
し
て
具
へ
ら
る
χ
貨
幣
そ
の
も
の
ｘ
謂
で
あ
る
。

然
ら
ば
買
字
は
資
買
に
際
し
て
具
へ
ら
名
ｘ
貝
貨
そ
の
も
の
が
、
袋
だ
ど
の
容
器
に
入
れ
ら
れ
た
る
・
形
で
は
な
『
き
か
。
羅
振
玉
氏
の

厦
墟
書
契
咎
ハ
第
三
十
二
葉
及
び
第
三
十
三
葉
に
、
匂

　

の
如
き
書
契
を
含
む
亀
版
を
載
せ
、
書
契
考
程
第
七
十
葉
に
は
之
を
解

し
て

　
　

象
裏
貝
形

と
な
す
。
形
の
上
よ
り
云
へ
ば
買
字
と
甚
だ
相
似
た
’
る
■
?
ｓ
>
の
と
云
ふ
可
き
で
あ
る
が
、
金
石
學
に
對
し
て
全
く
の
門
外
漢
た
る
余
に

は
巣
し
て
之
が
買
字
の
古
形
な
り
や
否
や
を
断
定
す
る
こ
と
の
出
米
ぬ
を
遺
憾
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

　
　
　

、
上
述
の
如
く
賢
の
音
は
ｗ
よ
り
出
で
、
代
價
を
意
味
す
る
が
、
若
し
そ
れ
が
費
買
或
は
商
人
を
意
味
す
る
時
は
音
古
と
な
る
。
而

　
　

し
て
後
世
に
て
は
寧
ろ
音
古
な
る
時
の
商
人
の
意
を
以
て
賢
字
の
本
義
の
如
く
解
す
る
も
、
賢
が
姓
氏
と
し
て
、
或
は
撰
、
價
の
如

　
　

く
他
字
の
吾
符
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
る
時
に
、
音
戸
を
保
存
し
居
る
を
思
へ
ば
い
翌
日
に
讃
む
が
古
く
し
て
、
古
音
に
讃
む
は
第
二

　
　

義
な
る
こ
と
は
疑
ふ
可
ぐ
も
な
い
。
果
し
て
然
ら
ば
、
商
人
の
意
味
と
し
て
の
買
の
原
義
を
尋
ね
ん
と
す
れ
ば
、
吾
人
は
暫
く
、
賢

　
　

な
る
字
形
を
離
れ
・
て
、
買
の
表
は
す
音
古
な
る
言
葉
の
縁
由
を
、
一
座
探
求
し
て
見
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

　
　
　

尤
も
質
の
有
す
る
古
な
る
音
は
’
Ｉ
の
音
と
相
近
け
れ
ば
、
ｗ
が
韓
誂
し
て
古
と
な
っ
た
と
、
極
ヽ
め
て
無
雑
作
把
説
明
出
来
る
か

　

ヽ

　
　

も
知
れ
な
い
。
然
る
に
吾
人
は
商
費
の
意
味
を
有
す
る
文
字
と
し
て
は
、
賢
の
外
に
古
字
を
含
ん
で
音
符
と
す
る
一
建
の
文
字
群
、

ｍ

　

諮
、
佑
、
酷
な
ど
を
有
し
、
此
等
の
文
字
は
軍
に
買
字
の
仮
借
と
し
で
用
ひ
ら
る
ｘ
も
の
で
は
な
い
。
。
特
に
酷
字
は
ぎ
音
を
表
は
す

３



θ

　

文
字
と
し
て
孤
立
の
地
位
を
有
し
居
り
、
こ
の
鮎
よ
り
見
て
商
業
を
古
の
昔
に
て
呼
ぶ
は
遠
き
淵
源
を
有
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
思

巧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　

は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　

活
字
は
元
来
水
流
の
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
頁
字
と
通
じ
用
ひ
ら
る
ｘ
こ
と
は
古
く
よ
り
認
め
ら
れ
、
論
語
の
中
に
見
ゆ
る

　
　
　
　

子
寧
第
九
。
求
良
質
而
活
諸
。

　
　

の
句
中
、
活
字
は
涜
の
石
経
に
は
質
字
を
用
ひ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。

　
　
　

佑
字
は
説
文
に
も
出
て
居
ら
ぬ
文
字
な
れ
ば
、
恐
ら
く
そ
の
成
立
が
比
較
的
新
し
い
も
の
で
あ
ら
う
。
爾
雅
称
言
の
注
中
に
商
情

　
　

と
い
ふ
字
が
見
ゆ
る
さ
う
で
あ
る
が
、
自
分
は
未
だ
楡
出
し
得
な
い
。
若
し
そ
れ
が
具
賓
と
し
て
も
、
注
は
晋
の
郭
瑛
の
作
な
れ
ば

　
　

餓
り
古
い
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　

か
字
を
含
ん
だ
文
字
と
し
て
外
に
、
費
買
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
と
推
測
さ
る
可
き
も
の
に
、
即
字
が
あ
る
。
１
０
字

　
　

は
現
今
で
は
斤
於
切
、
音
車
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
古
代
に
於
い
て
は
、
香
符
と
し
て
有
す
る
古
の
誉
の
音
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ

　
　

る
。
説
文
第
八
編
上
戸
部
に

　
　
　
　

居

　

譚
也
。
古
者
居
城
古
。

　
　

と
あ
り
’
A
J
の
意
味
が
明
瞭
で
な
い
の
で
、
段
玉
裁
は
之
を
改
め
、

　
　
　
　

城
・
に
に
。
古
聾
。
（
注
。
各
本
作
古
者
居
城
古
。
乖
於
全
書
之
例
。
浅
人
因
下
云
俗
居
肌
足
・
而
１
　
改
耀
謬
耳
・
今
正
・
）

　
　

を
し
て
ゐ
る
。
更
に
朱
駿
聾
の
説
文
通
訓
定
聾
に
は
居
字
の
條
に
、

　
　
　
　

〔
段
借
〕
叉
篤
鋼
。
呂
覧
間
道
。
人
之
窺
九
。
一
有
所
居
則
八
虚
。

　
　
　
　

ヽ
〔
聾
訓
〕
荘
子
膏
物
論
。
何
居
乎
。
司
馬
注
。
獅
政
也
。

-
４-
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の
例
を
雛
げ
、
居
が
鋼
、
故
に
通
用
せ
ら
れ
た
る
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
余
‐
は
更
に
居
が
訪
に
通
じ
て
用
ゐ
ら
れ
た
る
な
ら
ん

こ
と
を
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

商
子
農
戦
第
三
に
、
農
業
を
去
っ
て
、
兵
役
に
服
せ
・
ざ
る
遊
民
三
種
を
學
げ
、
學
者
、
商
黄
、
技
蕗
を
撒
へ
た
る
後

　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４

　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　

敗
日
。
農
戦
之
民
千
人
。
而
有
詩
書
辞
慧
者
一
人
焉
。
千
人
者
皆
怠
於
農
戦
矣
。
農
戦
之
民
百
人
。
而
有
技
赫
一
人
焉
。
百
人

　
　

者
皆
怠
於
農
戦
矣
。

と
云
ぴ
、
學
者
、
技
酪
の
士
が
遊
食
し
て
、
戦
士
の
意
気
を
組
喪
せ
し
む
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
不
思
議
に
『
此
の
中
に
、
商
黄

が
出
。
て
来
な
い
。
然
る
に
其
の
次
の
段
に
な
っ
て
。

　
　

敗
曰
。
百
人
農
一
人
居
者
王
’
。
十
人
農
一
人
居
者
強
。
牛
農
孚
居
者
危
。

と
い
ふ
文
句
が
見
ゆ
る
。
若
し
居
を
安
居
と
解
し
、
學
者
、
商
黄
、
技
酪
の
三
者
を
總
括
す
る
も
の
と
す
れ
ば
。
明
か
に
前
文
と
矛

盾
す
る
。
こ
の
場
合
居
者
は
、
三
者
の
中
に
て
既
に
前
出
せ
る
學
者
、
技
慈
の
二
者
を
除
き
去
り
た
る
商
貿
の
み
を
指
す
に
相
違
な

い
。
印
ち
、
學
者
や
技
唇
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
き
も
の
な
る
が
、
商
黄
は
或
程
度
迄
必
要
な
る
を
認
め
た
の
で
、
只
そ
の
農
民
に

對
す
る
割
合
が
、
百
分
の
一
乃
至
十
分
の
一
に
止
ま
る
可
き
こ
と
を
脆
い
た
も
の
で
あ
る
。
果
し
て
然
り
ｉ
す
れ
ば
、
商
黄
の
意
味

に
用
ひ
ら
れ
た
る
居
者
の
居
は
訪
と
同
じ
く
、
商
ふ
の
意
味
に
相
違
な
い
。
前
文
中
に
て
居
者
と
攬
ん
で
始
め
て
前
後
の
撞
著
を
免

れ
得
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　

史
記
に
陽
蜃
の
大
黄
呂
不
拿
が
郁
耶
に
至
り
て
、
秦
の
王
子
子
楚
が
趙
に
質
と
な
り
居
｀
り
、
秦
趙
交
戦
の
篤
に
鐙
遇
を
受
け
ず
、

車
乗
も
備
は
ら
ざ
る
を
見
て
、
奇
貨
可
ｙ
居
と
云
っ
た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
之
は
普
通
に
奇
貨
な
れ
ば
値
段
の
出
る
の
を
待
つ

可
し
と
い
ふ
風
に
解
す
る
が
、
未
だ
自
己
の
掌
中
に
あ
ら
ざ
る
も
の
を
、
保
管
ぜ
ん
と
い
ふ
も
可
笑
し
い
。
こ
の
所
矢
張
、
奇
貨
居

-５-
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ふ
可
し
、
掘
り
出
し
物
な
れ
ば
逃
す
ま
じ
と
い
ふ
意
味
に
取
る
方
が
適
切
で
あ
ら
う
。

2
5

　
　
　

猶
史
記
貨
殖
傅
に
左
の
句
が
あ
り
、

　
　
　
　

貨
勿
留
・
無
敢
ぶ
貴
・
論
其
有
餓
不
足
・
則
知
共
貴
賤
。

　
　

第
二
句
を
以
て
、
普
通
に
貴
き
物
乞
積
貯
し
置
く
勿
れ
と
注
す
ら
べ
そ
れ
に
て
は
上
文
第
一
句
の
、
貨
は
留
む
る
勿
れ
と
重
複
す

　
　

る
。
こ
の
所
矢
張
、
敢
て
貴
を
居
ふ
勿
れ
と
讃
む
に
如
か
す
。
敢
て
と
は
胃
瞼
の
意
な
れ
ば
、
値
段
の
高
き
物
を
胃
瞼
し
て
活
ふ
こ

　
　

と
勿
れ
と
た
っ
て
文
意
暢
追
し
、
更
に
下
文
へ
の
連
絡
も
貫
通
す
る
。
更
に
史
記
張
湯
傅
に

　
　
　
　

湯
且
欲
奏
請
。
「
田
」
信
輛
知
之
。
居
物
致
冨
。
輿
湯
分
之
。

　
　

と
あ
る
は
、
張
湯
が
御
史
大
夫
と
な
り
、
白
金
や
五
鉄
銭
を
造
り
、
或
は
斎
蔵
の
専
費
、
告
繕
令
な
ど
の
重
要
な
る
政
府
の
経
料
政

　
　

策
に
開
係
し
居
る
間
に
、
そ
の
腿
密
を
田
信
に
洩
ら
し
て
、
物
の
投
げ
費
り
若
く
は
買
占
め
を
行
は
せ
た
り
と
の
意
味
で
あ
る
か
ら

　
　

居
物
は
、
物
を
居
ひ
て
云
々
と
訓
事
可
き
で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
論
語
憲
問
第
１
　
四
に

　
　
　
　

士
而
懐
居
不
足
以
篤
士
矣
。

　
　

と
あ
る
中
の
懐
居
は
、
居
ら
れ
ん
こ
と
を
懐
は
ゞ
と
讃
む
可
き
で
は
な
い
か
。
尤
も
斯
く
解
ア
れ
ば
、
子
曙
篇
の
之
を
訪
ら
ん
哉
と

　
　

矛
盾
す
る
や
う
に
も
聞
ゆ
る
が
、
之
を
訪
ら
ん
哉
は
、
輦
に
孔
子
が
そ
の
弟
子
の
材
能
あ
・
る
者
を
推
薦
せ
ん
と
の
意
味
で
あ
っ
て
、

　
　

’
孔
子
自
ら
を
活
ら
ん
哉
と
渥
ふ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ら
ゝ
別
に
前
後
撞
著
の
虞
も
な
い
と
思
ふ
・

　
　
　

狗
書
の
解
憚
は
甚
だ
六
。
ヶ
敷
い
が
、
益
稜
の

　
　
　
　

燃
遷
有
無
妙
即

　
　

の
中
、
化
居
一
句
、
前
の
筆
法
に
て
行
け
ば
貨
訪
と
蹟
み
得
る
。
貨
費
の
意
味
に
取
っ
た
方
が
順
賞
に
理
解
さ
れ
る
。

-
６

-
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買
宇
に
は
商
業
、
商
人
の
意
味
の
外
に
、
交
商
品
と
い
ふ
訓
が
あ
り
、
詩
経
郡
風
に

　
　

買
用
不
曾

な
る
句
が
あ
る
・
然
ら
ば
添
字
に
も
亦
商
品
゜
意
味
が
あ
゜
て
よ
か
り
さ
う
で
あ
る
・
更
記
劃
殖
傅
に
。

　
　

治
産
積
居
。
輿
時
逐
而
不
責
於
人
。

な
る
一
句
が
あ
る
が
、
治
産
と
積
居
と
對
句
の
や
う
に
見
ゆ
る
か
ら
、
之
は
産
を
治
吟
、
居
を
積
み
と
對
せ
し
め
て
讃
ん
だ
方
が
よ

い
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

詰
、
佑
、
居
と
同
じ
一
群
に
属
す
る
字
に
酷
字
が
あ
る
。
酉
偏
の
示
す
如
く
主
と
し
て
、
酒
の
費
買
に
用
ひ
ら
、
る
ｘ
が
、
又
廣
く

　
　

７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

一
般
商
業
の
意
味
に
も
使
用
さ
れ
、
或
は
訪
字
を
以
て
代
用
さ
る
ゝ
場
合
も
少
く
な
い
。
こ
の
文
字
に
就
て
特
に
注
目
さ
る
可
き
は

そ
れ
が
多
く
の
場
合
、
酒
字
靫
件
ひ
慾
酒
と
連
用
さ
る
Ｉ
こ
と
で
あ
る
。

　
　

論
語
郷
黛
第
十
。
６
０
浄
市
哺
不
食
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　

○
○

　
　

史
記
司
馬
相
如
傅
。
之
臨
耶
。
買
一
酒
舎
。
酷
酒
。

　
　
　
　

ｆ

　
　

史
記
滑
稽
列
傅
。
王
先
生
徒
懐
銭
６
０
１
０
。

　
　

史
記
臭
王
湊
傅
。
周
丘
者
下
郵
人
。
亡
命
災
。
酷
酒
無
行
。

　
　

漢
１
　
景
帝
紀
。
中
三
年
夏
草
。
禁
酷
酒
。

　
　

王
褒
童
約
。
不
約
篤
他
家
男
子
か
肺
。
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淮
南
子
脆
林
訓
。
酷
酒
而
酸
。
買
肉
而
臭
。
然
酷
酒
買
肉
。
不
離
屠
浩
之
家
。

な
ど
列
車
す
れ
ば
際
限
も
な
い
。
而
し
て
こ
の
場
合
ご

　

○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　

酷
酒
な
る
熟
字
は
斯
く
盛
ん
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
之
と
全
く
同
一
の
構
造
を
有
す
る
熟
字
が
盛
に
就
い
て
存
在
す
る
こ
と
を

余
は
特
に
指
摘
し
た
い
。
そ
れ
は
襲
盛
と
い
ふ
語
で
あ
る
が
、
聾
は
雁
字
の
省
略
に
古
字
を
加
へ
た
る
も
の
で
、
酷
が
酒
字
の
省
略

に
古
字
を
附
し
た
る
Ｅ
こ
趣
を
同
じ
く
す
る
。
而
し
て
そ
の
下
に
、
一
は
盛
、
一
は
酒
字
を
添
へ
た
も
の
で
あ
る
。
既
に
酷
酒
が
酒
を

商
ふ
の
意
味
な
ら
ば
、
浄
１
　
は
雁
を
商
ふ
の
意
味
に
な
っ
て
然
る
可
き
も
の
と
思
は
れ
る
。
不
幸
に
し
て
隨
盛
な
る
文
字
は
史
記
の

中
に
只
一
箇
處
出
て
来
る
の
み
で
、
漢
書
も
亦
同
文
を
襲
つ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
た
い
。
印
ち
史
記
貨
殖
傅
に

　
　

狩
頓
以
哉
磯
起
。
而
部
鄭
郭
縦
以
躍
冶
成
業
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
ヽ
。
諸
の
注
家
は
何
れ
も
藍
を
以
て
河
東
の
雁
池
、
若
く
は
同
盛
池
よ
り
産
す
る
粗
製
盛
と
解
す
る
。
併
し

こ
の
場
合
、
監
雁
は
下
の
喧
冶
に
對
し
て
居
れ
ば
、
餓
冶
が
膏
業
な
る
如
く
、
聾
雁
も
亦
、
雁
を
販
膏
す
る
の
業
と
し
て
解
す
る
を

得
れ
ば
更
に
順
営
な
る
を
畳
ゆ
る
。
而
し
て
古
費
を
有
す
る
文
字
が
多
く
商
費
の
意
を
有
し
、
且
は
酷
酒
と
全
く
同
一
様
式
の
構
造

を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
盛
を
懸
ふ
と
讃
む
こ
と
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
と
信
す
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五

　

若
し
も
藍
字
に
資
買
の
意
味
あ
り
と
い
ふ
こ
と
が
認
め
ら
る
ゝ
な
ら
ば
、
此
處
に
吾
人
は
、
何
故
に
古
の
昏
が
責
買
を
意
味
す
る

か
の
問
題
を
解
決
し
得
可
き
間
鎗
を
得
た
る
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
藍
は
資
買
を
意
味
す
る
前
に
、
そ
の
資
買
せ
ら
る
可
き
特

定
商
品
の
意
味
を
既
に
有
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

-８-
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数
字
の
原
義
は
河
東
斎
池
、
後
世
の
所
謂
解
州
磯
池
よ
り
産
す
る
租
製
甕
の
謂
。
で
あ
ら
う
。
而
し
て
そ
の
音
符
古
は
苦
と
同
じ
く

盛
賊
き
意
味
と
思
は
れ
る
。
苦
の
本
来
の
意
味
は
、

　
　

爾
雅
押
一
日
。
鹸
苦
也
（
郭
注
。
’
苦
部
大
敵
）

と
あ
る
如
く
、
盛
の
舌
を
刺
戟
す
る
敵
味
の
こ
と
で
あ
る
。
河
東
磯
池
産
の
磯
は
古
代
に
於
い
て
、
所
謂
中
原
地
方
の
重
要
部
分
を

以
て
そ
の
消
費
孤
域
と
し
た
で
あ
ら
う
こ
と
、
後
世
の
例
よ
り
し
て
も
推
測
出
来
る
が
、
史
記
貨
殖
傅
に

　
　

山
東
食
海
盛
。
山
西
食
盛
匯
。
領
南
沙
北
。
固
往
往
傾
盛
。

と
あ
る
、
山
西
の
磯
ｉ
は
即
ち
解
州
磯
池
の
磯
の
こ
と
に
違
ひ
な
い
。
而
し
て
此
處
に
い
ふ
山
東
と
山
西
は
、
大
行
山
脈
を
以
て
境

し
た
る
用
法
に
従
っ
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　

史
記
晋
世
家
。
文
公
四
年
十
二
月
。
晋
兵
先
下
山
東
。

の
山
東
と
そ
れ
に
對
す
る
山
西
と
で
あ
る
。
太
行
山
賑
を
以
て
海
盛
と
解
盛
と
が
清
費
孤
域
を
分
っ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
古
代
の
重

要
都
市
は
。
概
ね
解
端
消
費
孤
域
に
包
含
さ
る
ｘ
譚
で
、
史
記
貨
殖
傅
に
所
謂

　
　

昔
唐
人
部
河
東
。
殷
人
部
河
内
。
周
人
部
河
南
。
夫
三
河
在
天
下
之
中
。
若
鼎
足
。
王
者
所
更
居
也
。

と
云
は
る
Ａ
二
河
地
方
全
服
を
包
括
す
る
。
而
し
て
磯
は
如
何
な
る
時
代
に
於
い
て
も
生
活
の
必
需
品
で
あ
り
、
寧
ろ
生
活
程
度
の

低
き
時
代
程
、
夫
れ
が
清
費
経
済
の
中
に
於
い
て
占
む
る
位
置
が
重
要
で
‘
あ
っ
た
と
思
は
る
ｔ
漢
代
に
至
っ
て
、
所
謂
磯
眠
の
議

が
起
る
を
待
た
す
、
盛
は
歴
世
、
最
も
重
要
な
る
商
品
で
あ
っ
た
筈
で
、
唐
虞
以
来
、
夏
主
朝
迄
が
山
西
南
部
に
部
し
た
る
こ
と
が

事
賓
と
せ
ば
、
そ
は
其
経
済
的
地
盤
を
磯
池
の
利
に
條
り
た
る
な
ら
ん
と
想
像
さ
れ
る
。

　

既
に
池
盛
、
即
ち
監
が
最
も
重
要
な
る
商
品
な
り
と
す
れ
ば
、
之
に
従
っ
て
数
字
及
び
贅
言
に
費
買
の
義
が
生
す
る
は
最
も
自
然

９
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の
推
移
で
あ
る
。
資
買
に
際
し
て
手
渡
し
さ
る
ｉ
品
物
よ
ひ
、
費
買
の
行
篤
を
指
す
言
葉
が
我
生
し
た
る
好
適
例
を
、
吾
人
は
資
買

な
る
語
そ
の
も
の
の
中
に
見
出
す
。
卸
ち
影
、
則
二
字
何
れ
も
則
の
音
に
て
、
貝
は
交
易
の
際
に
手
渡
し
さ
る
Ｘ
貝
貨
に
外
な
ら
ぬ
。

貝
貨
の
代
り
に
症
が
渡
さ
る
ｘ
時
。
に
、
そ
の
行
篤
が
隨
を
以
て
呼
ば
る
可
き
は
、
叉
極
め
て
自
然
な
る
現
象
で
あ
る
。
依
っ
て
余
は

古
の
昔
に
費
買
の
意
味
が
生
じ
た
る
は
、
戮
よ
り
始
ま
り
、
賤
に
於
い
て
確
定
し
、
そ
れ
よ
り
漸
次
他
の
商
品
に
及
ん
だ
も
の
で
あ

る
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
。

　

説
文
に
は
堕
を
以
て
直
に
盛
池
と
解
す
る
。
第
十
二
編
上
盛
部

　
　

聾
・
河
東
堕
池
。
衰
五
十
一
里
‘
廣
七
里
。
周
百
十
六
里
。
域
盛
省
。
古
聾
。
（
公
古
切
）

と
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
こ
の
文
字
は
苦
き
を
意
味
す
る
古
を
曹
符
と
す
れ
ば
、
碗
が
第
一
義
に
て
、
盛
を
産
す
る
池
は
そ
の
延
仲

で
あ
ら
う
。
堕
池
の
傍
に
馥
に
因
ん
で
苦
城
た
る
地
名
あ
り

　
　

潜
夫
論
志
氏
姓
。
苦
成
城
名
也
。
在
螢
池
東
北
。

苦
と
戮
と
相
通
雫
る
こ
と
に
依
っ
て
も
、
聾
は
鍼
き
磯
の
意
な
り
し
こ
と
を
知
る
可
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

　

活
、
居
、
酷
な
ど
一
群
の
、
古
字
を
音
符
と
し
て
有
す
る
文
字
が
存
在
し
て
、
そ
れ
が
費
買
の
意
味
を
有
す
る
こ
と
は
、
軍
に
賢

宇
と
‘
同
音
な
る
よ
り
し
て
、
臨
時
そ
れ
に
仮
借
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
此
等
の
文
字
は
寧
ろ
、
藍
字
を
中
心
と
し

て
狸
達
し
た
る
も
の
で
あ
り
、
後
に
至
っ
て
商
業
の
普
遍
化
と
共
に
、
一
般
商
人
階
級
の
勃
興
を
見
る
に
及
ん
で
、
特
種
商
業
を
意

味
す
る
数
字
は
次
第
に
忘
れ
ら
れ
、
別
に
何
商
品
と
も
指
定
せ
ざ
る
、
居
、
活
字
が
多
く
用
ひ
ち
る
ゝ
に
至
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

-- 10'



而
も
そ
の
発
音
に
於
い
て
は
依
然
と
し
て
昔
通
り
の
聾
の
音
を
用
ひ
来
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

之
に
對
し
て
買
は
元
来
代
價
を
意
味
し
、
。
そ
の
狸
言
は
ｗ
に
よ
っ
て
示
芯
れ
、
意
味
も
言
も
、
活
の
系
統
の
字
と
は
別
で
あ
っ
た

と
見
ゆ
る
。
そ
れ
が
如
何
に
し
て
、
浦
字
と
通
用
せ
ら
れ
、
後
に
至
っ
て
は
恰
も
浦
字
の
本
字
の
如
く
に
思
は
れ
、
片
字
が
反
っ
て

仮
借
の
如
く
考
へ
ら
る
χ
や
う
に
な
っ
た
で
あ
ら
う
か
。

　

思
ふ
に
買
の
別
形
に
貼
、
又
は
貞
な
る
文
字
が
あ
り
、
篇
韻
及
び
集
韻
に
見
え
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
は
買
の
或
字
と
な
っ
て
ゐ
る

が
と
の
既
字
こ
そ
は
、
商
人
を
意
味
す
る
本
字
で
轜
あ
る
ま
い
か
。
ヽ
郎
ち
本
来
は
買
と
頁
と
は
別
字
で
あ
り
、
買
は
代
價
を
意
味
し

良
は
活
、
居
の
一
群
に
鳥
す
る
字
で
、
同
様
に
商
業
、
商
人
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
後
世
字
形
の
類
似
し
た
る
よ
り
、
雨
者

　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ

を
混
同
し
相
通
じ
て
用
ひ
、
纏
て
又
買
字
の
み
を
専
ら
用
ひ
て
虞
字
が
慶
や
ら
れ
て
よ
り
、
ｗ
の
言
符
を
有
す
る
買
字
を
以
て
、
恰

も
最
初
よ
り
古
と
讃
み
て
商
業
を
意
味
し
た
る
か
の
如
く
誤
り
考
へ
ら
る
ゝ
に
至
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
買
字
は
、

現
今
も
猶
い
商
業
ゝ
商
人
。
。
を
意
味
す
る
時
に
限
o
’
　
４
-
３
の
首
に
て
讃
ま
れ
Ｅ
夫
が
姓
氏
と
し
て
の
個
有
名
詞
氏
或
は
他
字
？
晋
符

と
し
て
撰
、
價
の
中
に
入
り
た
る
時
は
、
’
依
然
と
し
て
本
来
の
看
ｗ
を
保
存
し
ズ
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

　
　
　

商
と
質
は
廣
く
資
質
の
行
篤
。
及
び
そ
の
業
者
を
指
す
に
州
ひ
ら
る
ｘ
が
い
或
は
行
販
を
商
、
坐
販
を
買
と
貰
別
す
る
説
が
行
は

　
　

れ
る
。
そ
の
最
初
は
恐
ら
く
班
固
め
白
虎
通
巻
二
に

　
　
　
　

行
曰
商
。
止
曰
買
。

認

　

と
云
へ
る
も
の
で
、
。
以
後
の
學
者
は
多
く
こ
の
説
を
探
用
す
る
が
、
商
宇
が
行
販
を
意
味
す
る
は
無
難
と
し
て
、
曹
字
は
賓
際
の
用

--
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例
に
就
い
て
見
る
に
Ｊ
必
ず
し
も
坐
販
を
意
味
し
て
居
ら
ぬ
や
う
で
あ
る
。
既
に
爾
書
の
酒
詰
に

２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０

　
　
　
　
　

肇
牽
車
牛
。
遠
服
質
。

　
　
　

と
あ
る
は
、
車
牛
を
引
連
れ
た
る
犬
カ
ラ
ヴ
ｙ
ン
を
聯
想
せ
し
む
る
で
は
な
い
か
。
論
語
の
待
買
の
賢
は
商
貧
で
あ
る
か
代
價
で
あ

　
　
　

る
か
ゞ
不
明
で
あ
る
が
、
若
し
も
商
買
の
意
な
ら
ば
、
之
皿
そ
の
到
来
を
孔
子
に
待
望
さ
れ
て
あ
る
も
の
な
れ
ば
坐
賢
で
は
た
く
て

　
　
　

行
商
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
史
記
呂
不
章
傅
に

　
　
　
　
　

呂
不
章
者
陽
業
大
賢
人
也
。
往
来
販
賤
費
貴
。

　
　
　

と
あ
る
大
賢
人
呂
不
掌
も
行
商
で
あ
っ
た
。
更
に
史
記
に
は
行
賢
な
る
文
字
も
見
え

　
　
　
　
　

貨
殖
傅
。
貰
貸
行
賢
。
術
郡
國
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　

な
ど
よ

　
　
　

行
商
に
も
非
ざ
る
賢
字
を
拉
し
来
っ
て
強
ひ
て
之
を
坐
賢
と
し
て
相
對
立
せ
し
め
た
る
も
の
で
、
例
の
漢
儒
一
流
の
常
套
手
段
で
あ

　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加

　
　
　

ら
う
・
事
賓
、
買
字
が
婉
の
費
買
よ
り
出
で
た
る
も
の
な
ら
ば
、
痩
商
は
必
ず
し
も
坐
賢
に
限
り
た
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
、
斯
か
る

　
　
　

亘
別
が
成
立
つ
筈
も
な
い
と
思
は
れ
る
。

　

以
上
余
の
所
説
を
要
約
す
れ
ば
、
商
貧
の
質
は
元
来
商
品
の
代
價
を
意
味
す
る
も
の
で
、
商
人
の
意
味
を
有
し
た
為
の
で
な
か
っ

た
。
古
代
支
那
の
商
業
に
於
て
は
古
き
商
品
と
し
て
河
東
解
州
産
の
池
堕
が
あ
っ
て
、
そ
の
味
苦
さ
に
よ
っ
て
雙
と
よ
ば
れ
、
そ
れ
が

営
時
の
中
原
金
醒
に
供
給
さ
る
ｌ
ｌ
｛
１
最
も
重
要
な
る
商
品
な
る
よ
り
、
先
づ
盛
の
費
買
が
ｎ
を
以
て
呼
ば
れ
、
次
に
一
般
商
品
、
商
業

行
篤
も
ｔ
と
名
恰
け
ら
れ
、
訪
、
居
の
文
字
を
以
て
代
用
さ
れ
、
叉
別
に
酷
の
如
き
文
字
を
も
生
じ
て
そ
れ
が
主
と
し
て
酒
に
開
し
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て
使
用
さ
る
ｘ
こ
と
ｘ
な
っ
た
。
億
て
商
業
の
流
行
、
特
に
貨
幣
経
済
の
侵
潤
、
‘
商
人
階
級
の
橋
頭
は
、
貝
偏
を
有
す
る
貼
、
若
く

は
罠
字
を
生
じ
。
之
を
以
て
商
業
、
商
人
を
意
味
す
る
文
字
と
し
て
用
ひ
た
が
、
字
形
の
相
類
す
る
よ
り
質
Ａ
｝
混
同
さ
れ
、
逡
に
は

良
、
字
が
慶
し
て
育
字
の
み
専
ら
使
用
さ
る
ゝ
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
１
　
字
が
一
形
に
し
て
二
曹
二
義
を
有
す
る
は
、
原
義
の
延
仲

そ
る
に
非
ず
し
て
、
そ
れ
が
真
字
を
合
併
せ
し
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

漢

□

通

信

○
七
日
筒
口
着
、
一
釜
間
滞
ま
。
今
日
は
武
昌
に
泊
り
ま
す
。
武
漢

三
饌
大
概
の
所
は
見
て
廻
り
ま
し
た
。
か
つ
て
松
浦
嘉
三
郎
氏
も
訪

ね
て
行
か
れ
仁
武
漢
第
一
の
物
知
り
と
い
ふ
程
明
超
先
生
（
今
は
政

府
の
參
議
）
に
逢
っ
て
色
々
話
を
き
ｓ
ま
～
だ
。
熊
會
貞
さ
ん
の
死

に
就
い
て
も
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
仁
不
思
議
な
話
を
知
り
ま
し
た
。

心
配
し
て
ゐ
仁
『
水
纒
注
疏
』
も
果
し
て
行
方
は
知
れ
ず
、
お
そ
ら

く
重
慶
へ
行
っ
て
ゐ
る
だ
ら
う
と
の
事
で
し
ｔ
。
楊
守
敬
の
故
宅
も

殆
ど
破
複
さ
れ
て
ゐ
る
様
で
す
。
（
三
月
十
四
日
武
昌
に
て
）

　

〔
編
者
附
記
〕

　

熊
會
貞
は
楊
守
敬
の
己
フ
ボ
レ
ー
タ
ー
で
楊
氏
の

　

歴
史
地
理
方
面
の
研
究
は
熊
氏
の
援
助
に
快
っ
所
が
少
く
な
い
。

　

楊
氏
の
死
後
は
専
ら
「
水
経
注
疏
」
の
完
成
に
専
心
し
て
ゐ
た
。

日

　

比

　

野

　

丈

　

夫

　

詳
し
く
は
東
方
學
報
京
都
第
七
珊
所
載
松
浦
氏
「
熊
岡
之
翁
の
疸

　

憶
」
參
照
。

○
船
で
岳
州
へ
參
り
ま
し
仁
。
町
の
荒
れ
て
ゐ
る
に
は
困
り
ま
し
た

が
岳
陽
棲
や
呂
仙
亭
な
ど
も
一
通
り
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二

泊
し
て
今
朝
岳
州
か
ら
引
返
し
蒲
折
に
来
ｊ
し
た
。
山
ば
か
り
の
間

を
通
っ
て
始
め
て
梢
々
廣
い
盆
地
と
な
り
ま
す
。
解
か
ら
町
ま
で
少

し
路
程
が
あ
ｈ
’
ま
す
が
賞
に
景
色
が
よ
く
大
原
や
鞍
馬
あ
ヤ
ア
り
を
屡

偉
さ
せ
ま
す
。
低
い
城
壁
の
西
と
北
を
取
倦
い
て
陸
水
の
涜
が
あ
り

東
と
南
に
は
山
が
疸
っ
て
ゐ
ま
す
。
城
内
に
は
之
と
言
っ
て
見
る
べ

き
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
炉
こ
の
縁
の
山
と
青
い
水
は
い
つ
ま
で
ｔ
£
忘

れ
ら
れ
ぬ
で
せ
う
。
（
三
月
二
十
二
白

　

蒲
折
に
て
）
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